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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前板１、底板２、後板３、及び脇板８、補助脇板９、９′の各面で形成される上部が開口
した収納室１２と、その収納室１２の後板３の上端縁から開閉可能で収納室１２を覆う方
向に連接した蓋板４と、その蓋板４の前端縁から前板１を覆う方向に延出した掩蓋片５と
、掩蓋片脇板１０、掩蓋片補助脇板１１の各面で形成される蓋体１３からなる直方体の箱
体と、上記収納室１２に収納される巻筒体Ｒからなり、補助脇板９には折り線ｇを介して
巻筒体Ｒの内部へ挿入可能で巻筒体Ｒを支持するための舌片状の支持部材１５′が形成さ
れ、脇板８には折り線ｇ又は半切れ線ｇ１を介して収納室内部へ押し込み可能で支持部材
１５′を巻筒体Ｒの内部へ挿入させるための窓１５が形成された巻筒体収納箱において、
底板２の奥行き幅がＷａ、後板３の幅がＷｂ、芯体Ｒ１の幅と内径と厚みが各々ＷｃとＤ
とｔ、支持部材１５′の折り線幅と最大幅が各々ＳとＬ、窓１５の最大高さがＨ１とした
時に、次の１～４式の条件を満たす巻筒体収納箱。
０．８２Ｗａ＜（Ｄ＋２ｔ）＜Ｗａ　　　　１式
０．４≦Ｌ／Ｄ≦０．７　　　　　　　　　２式
０．５≦Ｓ／Ｌ≦１　　　　　　　　　　　３式
（Ｗｂ－Ｗｃ）≦Ｈ１≦２（Ｗｂ－Ｗｃ）　４式
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、食品包装用のラップフィルムやアルミホイルなどを巻回した巻筒体の収納箱に
関する。特に、巻筒体の引き出し易さと、飛び出し防止性能と、巻筒体の箱からの取り出
し易さを調和させた巻筒体の収納箱に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ラップフィルムやアルミホイルは芯体に巻回された巻筒体が箱に収納されており、使用時
に必要量引き出すようになっている。その際、巻筒体が箱内で滑らかに回転しなかったり
、引き出す力により箱外へ飛び出すことがあった。これらを防止する手段としては、例え
ば実開昭５６－９４７２１号公報は箱体の側面に芯管枢支片を形成し、箱体の両端から芯
管枢支片を芯管内部へ押し込み、同時に固定片、受止片、制止片等の補助部材を用いるこ
とで芯管枢支片を固定し芯管が箱から飛び出すのを防止する方法が開示されている。又、
実開昭６０－５７５１９号公報では、コア内部に押し込んだ抜け止め片を完全に固定する
ことなくロール状物の飛び出しを防止する方法が開示されている。又、特開平１０－３３
８２２８号公報では、支持部材の寸法等を規定して、巻筒体が収納室から飛び出すのを防
止すると共に、特に巻筒体の筒体径を小さくして長尺巻としたラップフィルムやアルミホ
イルが、使用と共に消費されて巻筒体の外径が底板の奥行き幅よりも十分に小さくなった
時に発生し易い引き出し時の遊回動も防止する方法が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記した実開昭５６－９４７２１号公報のように芯管枢支片が芯管内部に固
定されている技術は、芯管の飛び出しを防止する効果は十分であるが、使用中のトラブル
、例えばフィルムの先端部を見つけられなくなり、芯管を箱から取り出す必要が生じた時
などは、非常に取り出し難く無理矢理取り出そうとした場合には芯管枢支片が破損すると
いう問題がある。更に、芯管内壁に強固に芯管枢支片が接触しているため芯管を係止した
状態でフィルムを引き出す際にそれが抵抗になり引き出すのに大きな力が必要になる。
【０００４】
又、実開昭６０－５７５１９号公報のように抜け止め片が固定されていない技術のものは
、ロール状物の取り出し時に抜け止め片が破損する問題はほとんど発生しないが、押し込
んだ抜け止め片に強度がないため勢い良く引き出した時には抜け止め片が脇板に対し９０
度以上折れ曲がり、ロール状物の飛び出しを十分に防止できないという問題がある。
又、特開平１０－３３８２２８号公報の技術では、筒体内径と支持部材の最大幅の比率が
１に近いため、飛び出し防止能力と遊回動防止能力は高いが、使用中のトラブル時等に巻
筒体を抜き出すのに大きな力が必要になる。
本発明は、このような従来の巻筒体の飛び出しを防止する手段が抱えている問題、つまり
巻筒体の飛び出し防止性能と、巻筒体の箱からの取り出し易さを調和させた上で引き出し
性にも問題が無く、外観に破損が無い巻筒体の収納箱を提供することを目的とする。
【０００５】
【特許文献１】
実開昭５６－９４７２１号公報
【特許文献２】
実開昭６０－５７５１９号公報
【特許文献３】
特開平１０－３３８２２８号公報
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記課題を達成するために鋭意検討した結果、本発明をなすに至った。す
なわち本発明は以下の通りである。
前板１、底板２、後板３、及び脇板８、補助脇板９、９′の各面で形成される上部が開口
した収納室１２と、その収納室１２の後板３の上端縁から開閉可能で収納室１２を覆う方
向に連接した蓋板４と、その蓋板４の前端縁から前板１を覆う方向に延出した掩蓋片５と
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、掩蓋片脇板１０、掩蓋片補助脇板１１の各面で形成される蓋体１３からなる直方体の箱
体と、上記収納室１２に収納される巻筒体Ｒからなり、補助脇板９には折り線ｇを介して
巻筒体Ｒの内部へ挿入可能で巻筒体Ｒを支持するための舌片状の支持部材１５′が形成さ
れ、脇板８には折り線ｇ又は半切れ線ｇ１を介して収納室内部へ押し込み可能で支持部材
１５′を巻筒体Ｒの内部へ挿入させるための窓１５が形成された巻筒体収納箱において、
底板２の奥行き幅がＷａ、後板３の幅がＷｂ、芯体Ｒ１の幅と内径と厚みが各々ＷｃとＤ
とｔ、支持部材１５′の折り線幅と最大幅が各々ＳとＬ、窓１５の最大高さがＨ１とした
時に、次の１～４式の条件を満たす巻筒体収納箱。
【０００７】
０．８２Ｗａ＜（Ｄ＋２ｔ）＜Ｗａ　　　　１式
０．４≦Ｌ／Ｄ≦０．７　　　　　　　　　２式
０．５≦Ｓ／Ｌ≦１　　　　　　　　　　　３式
（Ｗｂ－Ｗｃ）≦Ｈ１≦２（Ｗｂ－Ｗｃ）　４式
本発明が従来技術と最も相違するところは、従来技術が各種の形状の支持部材を箱体の両
端から芯体の内部に、単に押し込むだけか予め押し込んだ状態で固定するものであるのに
対し、本発明は、（１）底板２の奥行き幅Ｗａに対する芯体Ｒ１の外径（Ｄ＋２ｔ）の範
囲、（２）芯体Ｒ１の内径Ｄに対する支持部材１５′の最大幅Ｌの比率の範囲、（３）支
持部材１５′の最大幅Ｌに対する折り線幅Ｓの比率の範囲、（４）巻筒体Ｒを収納室に収
納した場合の長手幅方向の隙間（Ｗｂ－Ｗｃ）に対する窓１５の最大高さＨ１の範囲を特
定したことである。
【０００８】
　上記従来技術と相違するところの本発明の構成要件の役割は、巻筒体の飛び出し防止能
力と収納箱からの取り出し易さを調和させた上で引き出し性にも問題が無く、外観に破損
が無い巻筒体の収納箱を提供することである。
　以下、図を用いて本発明を更に詳細に説明する。図１は本発明による巻筒体収納箱の支
持部材１５′が巻筒体Ｒの内部に押し込まれた状態を示す立体模式図の一例である。図２
は図１に示した巻筒体収納箱の展開図である。図３は収納室１２に巻筒体Ｒを入れてフィ
ルムＦを引き出した状態を上から見た模式図である。図４は芯体Ｒ１と支持部材１５′の
関係を示す断面図である。図５は支持部材１５′の別の形状を示した一例である。本発明
において最大幅Ｌとは収納箱の高さ方向と直交する方向の支持部材１５′の最大寸法を示
し、最大高さＨ１とは収納箱の高さ方向での窓１５の最大寸法を示す。
【０００９】
本発明の一例を示す図１において、収納箱は前板１、底板２、後板３、及び脇板８、補助
脇板９、９′の各面で形成される上部が開口した収納室１２と、その収納室１２の後板３
の上端縁から開閉可能で収納室１２を覆う方向に連接した蓋板４と、その蓋板４の前端縁
から前板１を覆う方向に延出した掩蓋片５と、掩蓋片脇板１０、掩蓋片補助脇板１１の各
面で形成される蓋体１３からなる直方体の箱体である。尚、図１、図２、図４には前板１
の上端縁に縁折り片７を設けて図１では折り曲げた状態を示しているが、この縁折り片７
は設けなくても良いし、或いは１８０度折り曲げて前板１の裏面と接着させても構わない
。
【００１０】
この収納箱には、フィルムＦを切断するための切断具Ｋが配備され、収納室１２に収納さ
れた巻筒体Ｒから必要量フィルムを引き出し切断して使用される。切断具の形状は、直線
状、Ｖ状等、材質も金属、バルカナイズドファイバー等従来公知のものであれば特に制限
はない。又、切断具が配備されている部位は、図１に示す掩蓋片５の先端縁部、前板１の
上端縁部、底板と前板の間の稜線部いずれでも構わない。
本発明の巻筒体収納箱において、底板２の奥行き幅Ｗａに対する芯体Ｒ１の外径（Ｄ＋２
ｔ）の範囲は、０．８２Ｗａ＜（Ｄ＋２ｔ）＜Ｗａ（１式）である。（Ｄ＋２ｔ）≦０．
８２Ｗａの場合は底板２の奥行き幅Ｗａに対して芯体Ｒ１の外径（Ｄ＋２ｔ）が小さいの
で、フィルム等が使用と共に消費されて巻筒体が細くなった時に巻筒体が収納室で遊回動
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を発生し易く使い勝手が悪くなる。（Ｄ＋２ｔ）≧Ｗａの場合は巻筒体を収納室に収納す
ることができない。
【００１１】
本発明の支持部材１５′は折り線ｇを介して脇板上辺とほぼ平行に設けられており、その
最大幅Ｌと芯体Ｒ１の内径Ｄの関係は０．４≦Ｌ／Ｄ≦０．７（２式）である。図１に示
したようにこの範囲にある支持部材１５′が芯体Ｒ１の内部に挿入された場合は、使用者
がフィルムを引き出した時に巻筒体が箱外に飛び出す現象を防止することができると同時
に、使用者が何らかの理由で収納室から巻筒体を取り出そうとする操作に過剰な力が不要
であり、支持部材の破損も発生しない。これは、巻筒体の飛び出し防止性能と取り出し易
さが支持部材１５′の最大幅Ｌと芯体Ｒ１の内径Ｄとの関係に大きく依存しており、その
関係が０．４≦Ｌ／Ｄ≦０．７の場合に巻筒体の飛び出し防止性能と取り出し易さが最も
調和されるためである。
【００１２】
　Ｌ／Ｄ＜０．４の場合は、芯体の内径Ｄに対して支持部材の最大幅Ｌが小さいため、巻
筒体を取り出し易いが、フィルムの引き出し時に巻筒体が飛び出し易くなる問題がある。
また、Ｌ／Ｄ＞０．７の場合は、芯体の内径Ｄに対して支持部材の最大幅Ｌが大きいため
、フィルムの引き出し時に巻筒体は飛び出し難いが、巻筒体が取り出し難くなる問題があ
る。尚、最大幅Ｌは図２のように折り線ｇから離れていても、図５（ｂ）のように重なっ
ていても構わないが、最大幅Ｌの配置は折り線ｇからＷｂ－Ｗｃ以上離れた所に設けるこ
とにより、一般的に使用されている紙製芯体の内部端にある凹凸と支持部材１５′の端面
が接触することがなくなり、巻筒体が抵抗なく回転するのでが好ましい。
【００１３】
　更に、支持部材の最大幅Ｌと直交する最大高さＨについては特に規定しないが、支持部
材の最大高さＨは０．６Ｌ≦Ｈ≦Ｌの範囲とすると、支持部材と芯体内部との引っ掛かり
具合が十分となるので、フィルムの引き出し時に巻筒体が飛び出しにくくなる上、支持部
材を押し込んだ時に支持部材の下端と芯体端が接触することがなく、芯体空間内への押し
込みがスムーズとなる点で好ましい。また、上述の条件を満たす限り、支持部材の形状は
曲線の組み合わせ型、半円型、台形型、矢印型等の任意の形状で構わない。
【００１４】
次に、支持部材１５′の最大幅Ｌと折り線幅Ｓの関係は０．５≦Ｓ／Ｌ≦１（３式）であ
る。これは巻筒体の飛び出し防止性能と取り出し易さの調和が支持部材の最大幅Ｌと芯体
の内径Ｄの関係（２式）と共に、最大幅Ｌと折り線幅Ｓの関係にも依存していることを示
している。Ｓ／Ｌ＜０．５の場合は最大幅Ｌに対して折り線幅Ｓが小さいので巻筒体の取
り出し易さには問題がないが、飛び出し防止能力が不十分となる。また、本発明の巻筒体
収納箱では支持部材１５′の最大幅をＬと定義しているので、Ｓ／Ｌ＞１となることはな
い。
次に、窓１５の最大高さＨ１と後板３の幅Ｗｂと芯体Ｒ１の幅Ｗｃの関係は（Ｗｂ－Ｗｃ
）≦Ｈ１≦２（Ｗｂ－Ｗｃ）（４式）である。これは図３で示したように、収納室１２に
巻筒体Ｒを収納した場合の幅方向の隙間と窓５の最大高さＨ１の関係を示している。Ｈ１
がこの範囲にあるものは、収納箱の外観と巻筒体の取り出し易さが調和している。
【００１５】
Ｈ１＜（Ｗｂ－Ｗｃ）の場合は、巻筒体を収納室から取り出す時に窓１５が芯体内部に引
っ掛かからないので巻筒体の取り出し易さを阻害することはないが、Ｈ１が小さいため生
産時にピン等で窓を綺麗に押し込むことが困難で、窓自体がちぎれたり脇板８の窓周辺に
破れ等を発生して収納箱の外観が著しく低下する可能性がある。また、Ｈ１＞２（Ｗｂ－
Ｗｃ）の場合は、生産時にピン等で窓１５を押し込んでも外観に問題はないが、Ｈ１が大
きいため巻筒体を取り出す時に窓１５自体が芯体内部に引っ掛かって巻筒体の取り出し易
さが阻害される。尚、窓１５の最大幅Ｌ１と窓１５自体の配置位置と形状については特に
規定しないが、図４に示したようにＬ１については生産時にピン等で押し込んだ場合に外
観悪化を生じない程度に大きく、図４に示したように収納箱を組み立てた時に窓１５全体
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が支持部材１５′の範囲内に収まる程度に小さい長さとすれば良い。配置位置についても
図４に示したように、収納箱を組み立てた時に底板２端部から窓１５の折り線ｇ又は半切
れ線ｇ１までの長さと底板２端部から支持部材１５′の折り線ｇまでの長さがほぼ同じと
なるように配置させる事が好ましい。形状については上述した条件を満たせば任意の形状
で構わないが、四角形型が好ましい。
【００１６】
本発明の収納箱に使用される材質としては、板紙、各種ダンボール、プラスチックス等特
に制限はないが、一般的には厚さ０．３５ｍｍ～１．５ｍｍの板紙が使用される。本発明
の収納箱に収納される巻筒体に巻き回されるフィルムは、各種樹脂製のラップフィルム、
アルミホイル、クッキングペーパー等特に制限はないが、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニ
リデン、ポリエチレン等のラップフィルムが特に好ましい。
次に、本発明で用いる評価の方法と尺度について以下に示す。
【００１７】
《引き出し性》図１のような収納箱へ芯体に塩化ビニリデンフィルム（商品名：サランラ
ップ、旭化成（株）社製）が２０ｍ巻かれた巻筒体を収納し、脇板８に設けた窓１５を介
して補助脇板９に設けた支持部材１５′を巻筒体内部まで押しこんだ。この巻筒体収納箱
を女性モニター１０人に渡し、各人が１回につき約３０ｃｍフィルムを引き出してカット
する操作をフィルムが無くなるまで行った。フィルムの引き出しが最後までスムーズに行
えたと回答したモニターが１０人の場合を○（優れた引き出し性）、７～９人の場合を△
（実用性はあるが不採用）、６人以下の場合を×（実用不可能）とした。
【００１８】
《飛び出し防止性》引き出し性のモニター中に巻筒体が飛び出した回数を数えた。飛び出
した回数がゼロと回答したモニターが１０人の場合を○（優れた飛び出し防止性）とし、
１回以上飛び出したと回答したモニターが３人未満の場合を△（実用性はあるが不採用）
、３人以上の場合を×（実用不可能）とした。
《取り出し性》引き出し性の評価と同様に巻筒体収納箱を用意し、各モニターが収納箱内
の巻筒体の中央部を掴んで箱から取り出す場合において、支持部材１５′が破損すること
なく容易に巻筒体を取り出せたと回答したモニターが１０人の場合を○（優れた取り出し
性）、支持部材１５′が破損したり大きな抵抗が生じたと回答したモニターが１人以上の
場合を×（実用不可能）とした。
【００１９】
《外観》図２に示したような形状の板紙（支持部材１５′と窓１５の形状は異なる）１０
００枚を機械で製函し、直径２ｍｍの押し込み用ピンで窓１５を押し込んだ場合に収納箱
が全く破損しないものを○（優れた外観）、１つでも破損が認められたものを×（実用不
可能）とした。
《総合評価》前述の４つの評価で、全て○のものを合格とし、△や×が１つでもあるもの
は不合格とした。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下に実施例、比較例によって本発明を詳細に説明する。
【００２１】
【実施例】
以下、実施例に基づいて更に詳細に説明するが、これらは本発明の範囲を限定するもので
はない。
【００２２】
【実施例１】
実施例に供する収納箱の基本構造（飛び出し防止用の支持部材１５′と押し込み用の窓１
５は除く）は図１に示すものと同じ、つまり厚み約０．５５ｍｍ、坪量４５０ｇ／ｍ2の
コートボール紙（商品名：ジェットスター（９号）、大昭和製紙（株）製）を用いて前板
１、底板２、後板３、脇板８と補助脇板９、９′の各面で形成される上部が開口した高さ
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４６ｍｍ、底板の奥行き幅Ｗａが４６ｍｍ、後板３の幅Ｗｂが３１１ｍｍの収納室１２と
、その収納室１２の後板の上端縁から開閉可能で収納室１２を覆う方向に連接した掩蓋片
５と掩蓋片脇板１０、掩蓋片補助脇板１１の各面で形成された蓋体１３からなる直方体の
箱体であり、収納室に収納した巻筒体（芯体の幅Ｗｃが３０７ｍｍで、厚みｔが１．５ｍ
ｍのもの）からラップフィルムを必要量引き出し、切断して用いる巻筒体収納箱である。
【００２３】
　この収納箱を基本として飛び出し防止用の支持部材１５′の形状、押し込み用の窓１５
の高さ、芯体Ｒ１の内径Ｄを表１に示したように変更したもの（実験番号１～７）を各々
２０箱ずつ機械で作成して外観評価と各モニターによる評価を実施した（外観評価につい
ては別途１０００枚作成）。尚、支持部材１５′には図２に示したような最大幅Ｌが折り
線ｇから離れた位置にある巾着型や図５の（ａ）～（ｄ）に示したような曲線の組み合わ
せ型、半円型、台形型、矢印型とした。窓１５は図２に示したような四角形型となるよう
に形成して（支点は半切れ線）、収納箱を組み立てた時に底板２端部から窓１５の半切れ
線ｇ１までの長さと底板２端部から支持部材１５′の折り線ｇまでの長さがほぼ同じとな
るように配置した。
【００２４】
【表１】

【００２５】
【実施例２】
実施例１の条件で収納室の高さを４３ｍｍ、Ｗａを４３ｍｍ、Ｗｂを２３７ｍｍ、Ｗｃを
２３３ｍｍとし、この収納室を基本として飛び出し防止用の支持部材１５′の形状、押し
込み用の窓１５の高さ、芯体Ｒ１の内径Ｄを表２に示したように変更したもの（実験番号
８～１０）を各々２０箱ずつ機械で作成して外観評価と各モニターによる評価を実施した
（外観評価については別途１０００枚作成）。
【００２６】
【表２】

【００２７】
【比較例１】
実施例１の条件で飛び出し防止用の支持部材１５′の形状、押し込み用の窓１５の高さ、
芯体Ｒ１の内径Ｄを表３に示したように変更したもの（実験番号１１～１８）を各々２０
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箱ずつ機械で作成して外観評価と各モニターによる評価を実施した（外観評価については
別途１０００枚作成）。
【００２８】
【表３】

【００２９】
各評価項目による評価結果と総合評価結果を表４～表６に示す。
【００３０】
【表４】

【００３１】
【表５】

【００３２】
【表６】
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【００３３】
これらの結果から、（１）０．８２Ｗａ＜（Ｄ＋２ｔ）＜Ｗａ、（２）０．４≦Ｌ／Ｄ≦
０．７、（３）０．５≦Ｓ／Ｌ≦１、（４）（Ｗｂ－Ｗｃ）≦Ｈ１≦２（Ｗｂ－Ｗｃ）を
同時に満たす実験番号１～１０は、この範囲外にある実験番号１１～１８と比較して、フ
ィルムの引き出し性、巻筒体の飛び出し防止性能、巻筒体の取り出し性、収納箱の外観の
バランスがとれていることがわかる。
【００３４】
【発明の効果】
本発明の巻筒体収納箱は、フィルムの引き出しがスムーズで、収納箱の外観を損なうこと
もない。また、十分な巻筒体の飛び出し防止性能力を有すると共に巻筒体を取り出す場合
には支持部材を破損することなく簡単に取り出すことが可能な調和のとれた使い勝手の良
い巻筒体の収納箱である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の収納箱の支持部材が巻筒体内部に押し込まれた状態を示す立体模式図
である。
【図２】　図１に示した収納箱の展開図である。
【図３】　収納室に巻筒体を入れてフィルムを引き出した状態を上から見た模式図である
。
【図４】　芯体に対する支持部材と窓の関係を示した断面図である。
【図５】　支持部材の別の形状を示した一例である。
【符号の説明】
　１　前板
　２　底板
　３　後板
　４　蓋板
　５　掩蓋片
　６　開封片
　７　縁折り片
　８　脇板
　９　補助脇板
　９′補助脇板
１０　掩蓋片脇板
１１　掩蓋片補助脇板
１２　収納室
１３　蓋体
１５　窓
１５′支持部材
　Ｄ　芯体の内径
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　Ｆ　フィルム
　ｇ　折り線
ｇ１　半切れ線
　Ｈ　支持部材の最大高さ
Ｈ１　窓の最大高さ
　Ｋ　切断具
　Ｌ　支持部材の最大幅
Ｌ１　窓の最大幅
　Ｒ　巻筒体
Ｒ１　芯体
　ｔ　芯体の厚み
Ｗａ　底板の奥行き幅
Ｗｂ　後板の幅
Ｗｃ　芯体の幅

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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